
令和5 年度 〔 〕 シラバス 北海道北見緑陵高等学校

1
2
3
4
5
6
7
8

1 2 3 4 5 6 7 8 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

4 ○ ○ ○

話し言葉の特徴や
役割、表現の特色
を踏まえ、分かりや
すさに配慮した表
現や言葉遣いに
ついて理解し、
使っている。

「話すこと・聞くこ
と」において、話し
言葉の特徴を踏ま
えて話し、相手の
理解が得られるよ
うに表現を工夫し
ている。

聴衆に対する発表
を通して、話し言
葉の特徴を理解
し、相手の理解を
得られるよう、表現
を粘り強く工夫す
る中で、自らの学
習を調整しようとし
ている。

5 ○ ○ ○

書き言葉の特徴や
役割、表現の特色
を踏まえ、分かりや
すさに配慮した表
現や言葉遣いに
ついて理解し、
使っている。

目的や場に応じ
て、実社会の中か
ら適切な話題を決
め、様々な観点か
ら情報を収集、整
理して、伝える内
容を検討してい
る。

書き言葉の特徴を
理解し、相手の理
解を得られるよう、
表現を粘り強く工
夫する中で、自ら
の学習を調整しよ
うとしている。

6 ○ ○ ○

文章の効果的な
組み立て方や接
続の仕方、比喩等
の修辞や述べ方
について理解して
いる。

内容や構成、論理
の展開などについ
て叙述を基に的確
に捉え、要旨や要
点を把握してい
る。

内容や書き手の意
図を解釈したり、
文章の構成や論
理の展開などにつ
いて評価したりす
るとともに、自分の
考えを深めようとし
ている。

8 ○ ○ ○

書き言葉の特徴や
役割、表現の特色
を踏まえ、必要な
語句や修辞の量を
増やし、語感を磨
き、語彙を豊かに
している。

目的や場に応じ
て、実社会の中か
ら適切な話題を決
め、様々な観点か
ら情報を収集、整
理して、伝える内
容を検討してい
る。

書き言葉の特徴を
理解し、相手の理
解を得られるよう、
表現を粘り強く工
夫する中で、自ら
の学習を調整しよ
うとしている。

10 ○ ○ ○

話し言葉の特徴や
役割、表現の特色
を踏まえ、分かりや
すさに配慮した表
現や言葉遣いに
ついて理解し、
使っている。

「話すこと・聞くこ
と」において、話し
言葉の特徴を踏ま
えて話し、相手の
理解が得られるよ
うに表現を工夫し
ている。

聴衆に対する発表
を通して、話し言
葉の特徴を理解
し、相手の理解を
得られるよう、表現
を粘り強く工夫す
る中で、自らの学
習を調整しようとし
ている。

11 ○ ○ ○

書き言葉の特徴や
役割、表現の特色
を踏まえ、必要な
語句や修辞の量を
増やし、語感を磨
き、語彙を豊かに
している。

目的や場に応じ
て、実社会の中か
ら適切な話題を決
め、様々な観点か
ら情報を収集、整
理して、伝える内
容を検討してい
る。

書き言葉の特徴を
理解し、相手の理
解を得られるよう、
表現を粘り強く工
夫する中で、自ら
の学習を調整しよ
うとしている。

12 ○ ○ ○

文章の効果的な
組み立て方や接
続の仕方、比喩等
の修辞や述べ方
について理解して
いる。

内容や構成、論理
の展開などについ
て叙述を基に的確
に捉え、要旨や要
点を把握してい
る。

内容や書き手の意
図を解釈したり、
文章の構成や論
理の展開などにつ
いて評価したりす
るとともに、自分の

3 ○ ○ ○

書き言葉の特徴や
役割、表現の特色
を踏まえ、必要な
語句や修辞の量を
増やし、語感を磨
き、語彙を豊かに
している。

目的や場に応じ
て、実社会の中か
ら適切な話題を決
め、様々な観点か
ら情報を収集、整
理して、伝える内
容を検討してい
る。

書き言葉の特徴を
理解し、相手の理
解を得られるよう、
表現を粘り強く工
夫する中で、自ら
の学習を調整しよ
うとしている。

読むこと2
１０時間

論理的な文章の
読解

文章構成や論理展開等を追
いながら適切な読解方法を学
ぶ。

話すこと・聞くこと2
１０時間

７０時間

書くこと４
６時間

実用的な文章の
作成２

調べたことを整理して、報告書
や説明資料などにまとめる活
動を行う。

定期考査
単元テスト
小テスト
授業内の活動レポート、課題の
取り組み状況
などを基に総合的に評価する

話し合いの作法 実社会の中から選んだ適切な
題材をもとに、話し合いの仕方
を学ぶ。

書くこと3
８時間

読み手の理解が
得られる文章の作
成

読み手の理解が得られるよう、
説得力ある文章の作成の仕方
を学ぶ。

話すこと・聞くこと１
１０時間

自己紹介スピーチ 自己紹介スピーチを通じて、
「話すこと・聞くこと」の基本を
学ぶ。

書くこと２
８時間

論理的な文章の
作成

論理的な文章を読み、考えた
ことを適切に文章化する力を
学ぶ。

書くこと１
８時間

実用的な文章の
作成

実社会の中から選んだ適切な
題材をもとに、案内文や通知
文など実用的な文章を作成す
る基礎的な方法を学ぶ。

読むこと１
10時間

論理的な文章の
読解

文章構成や論理展開等を追
いながら適切な読解方法を学
ぶ。

学
習
評
価

育成を目指す資質・能力 育成を目指す資質・能力の評価内容
基礎的・基本的学力 基礎的・基本的学力を身につけ、その知識・技能を他の学習や生活の場面でも活用することができる。
課題解決能力 社会的諸事象を多面的・多角的に考察して、具体的な課題を設定し、解決に向かうことができる。

以上の観点をふまえ、

協働性 課題に対して、他者と連携し、力を合わせて解決を図ることができる。
自己理解 諸活動を通じて自己の在り方生き方を考えることができる。

総合的に評価します。

担
当
者
か
ら

主として教科書所収の作品をよく読み理解を深めるとともに、語句、漢字、知識の定着をはかりましょう。
「話す・聞く」「書く」「読む」のそれぞれの活動に積極的に取り組み、総合的な国語の力を身につけていきましょう。

月 大単元 単元（題材） 学習内容
重点評価事項(資質・能力) 単元（題材）の評価規準

評価方法

必修科目 １年

社会貢献（社会参画） 地域社会とのつながりについて理解し、持続可能な社会について考察することができる。

情報活用能力 多様な着眼点から、適切に情報を収集し、課題解決法や自分の考えの形成に役立てることができる。
自己表現力 目的や意図に応じて、自分の考えを分かりやすくまとめ、表現することができる。
主体性 課題解決に向け、主体的に追究することができる。

学
習
方
法

現代の国語で書かれたさまざまな作品を読解し、語句、漢字、知識等の定着をはかる。

実践的な言語活動を通して論理的な思考力、深く共感したり豊かに想像したりする力、他者とのかかわりの中で互いに伝え合い高め合う力を向上させる。

使用教科書 現代の国語（大修館） 担当者

学
習
目
標

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

国語 現代の国語 2

国 語 科
教科 科目 単位数 種別 年次
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1 2 3 4 5 6 7 8 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

4 ○ ○ ○

定期考査
小テスト
授業時の取り組み
ノート、課題の記載内容
　などを元に評価する。

5 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

8 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

言葉には、文化の
継承、発展、想像
を支える働きがある
ことを理解してい
る。

読むことにおいて、
作品や文章の成立
した背景やその内
容、解釈を踏まえ、
自分のものの見
方、感じ方、考え
方を深め、我が国
の言語文化につい
て自分の考えを
もっている。

積極的に、自分の
ものの見方、感じ
方、考え方を深
め、我が国の言語
文化について自分
の考えをもつ中
で、自分の学習を
調整しようとしてい
る。

3 ○ ○ ○

生涯にわたる社会
生活において必要
な国語の知識や技
能について理解し
適切に使うことがで
きる。

自分の体験や思い
が効果的に伝わる
よう、文章の種類、
構成、展開や、文
体、描写語句など
の表現の仕方を工
夫している。

自分の知識や体験
の中から適切な題
材を決め、集めた
材料のよさや味わ
いを吟味して、表
現したいことを明確
にしようとしている。

国 語 科
教科 科目 単位数 種別 年次

学
習
方
法

教科書に収められている作品の読解を通じて上代から近現代に受け継がれてきた我が国の言語文化に対する理解を深める。

作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ方、考え方を深める。

使用教科書 高等学校　言語文化（数研出版） 担当者

学
習
目
標

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

国語 言語文化 2 必修科目 １年

多様な着眼点から、適切に情報を収集し、課題解決法や自分の考えの形成に役立てることができる。
自己表現力 目的や意図に応じて、自分の考えを分かりやすくまとめ、表現することができる。
主体性 課題解決に向け、主体的に追究することができる。

担
当
者
か
ら

我が国の言語文化に対する理解を深めましょう。
作品の内容や解釈を踏まえて、自分のものの見方、感じ方、考え方を深めましょう。

月 大単元 単元（題材） 学習内容
重点評価事項(資質・能力) 単元（題材）の評価規準

評価方法

学
習
評
価

育成を目指す資質・能力 育成を目指す資質・能力の評価内容
基礎的・基本的学力 基礎的・基本的学力を身につけ、その知識・技能を他の学習や生活の場面でも活用することができる。
課題解決能力 社会的諸事象を多面的・多角的に考察して、具体的な課題を設定し、解決に向かうことができる。

以上の観点をふまえ、

協働性 課題に対して、他者と連携し、力を合わせて解決を図ることができる。
自己理解 諸活動を通じて自己の在り方生き方を考えることができる。

総合的に評価します。

社会貢献（社会参画） 地域社会とのつながりについて理解し、持続可能な社会について考察することができる。

情報活用能力

現代文➀ 言語文化への視点
６時間

言葉には、文化の継承、発展、
創造を支える働きがあることを
理解する。

古文 古文に親しむ
１０時間

我が国の言語文化に特徴的な
語句の量を増し、それらの文化
的背景について理解を深め
る。

７０時間

現代に生きる言葉
８時間

文章の構成や展開、表現の仕
方、表現について評価するとと
もに、作品や文章の成立した
背景や他の作品などとの関係
を踏まえ、内容の解釈を深め
る。

自然へのまなざし
６時間

文章の構成や展開、表現の仕
方、表現について評価するとと
もに、作品や文章の成立した
背景や他の作品などとの関係
を踏まえ、内容の解釈を深め
る。

想いを表す言葉
８時間

本歌取りや折句など用いて、感
じたことや発見したことを短歌
や俳句で表したり、伝統行事や
風物詩等の文化に関する題材
を選んで、随筆などを書いたり
する。

漢文

言葉の紡ぐ世界
８時間

文章の種類を踏まえて、内容
や構成、展開などについて叙
述を基に的確に捉えるととも
に、作品や文章に表れている
ものの見方、感じ方、考え方を
捉え、内容を解釈する。

漢文に親しむ
８時間

我が国の言語文化の特質や我
が国の文化と外国の文化との
関係について理解するととも
に、作品や文章の歴史的・文
化的背景などを理解する。

現代文② 表現の多様性
６時間

言葉には、文化の継承、発展、
創造を支える働きがあることを
理解する。

現代文③ 文学と人生
（書くこと）
６時間

自分の体験や思いが効果的に
伝わるよう、文章の種類、構
成、展開や、文体、描写、語句
などの表現の仕方を工夫す
る。

読むことにおいて、
作品や文章の成立
した背景やその内
容、解釈を踏まえ、
自分のものの見
方、感じ方、考え
方を深め、我が国
の言語文化につい
て自分の考えを
もっている。

積極的に、自分の
ものの見方、感じ
方、考え方を深
め、我が国の言語
文化について自分
の考えをもつ中
で、自分の学習を
調整しようとしてい
る。

我が国の言語文化
に特徴的な語句の
量を増し、それらの
文化的背景につい
て理解を深めてい
る。

文章の構成や展
開、表現の仕方、
表現について評価
するとともに、作品
や文章の成立した
背景や他の作品な
どとの関係を踏ま
え、内容の解釈を
深めている。

想いを表す言葉
4時間

作品の解釈を踏まえ、自分のも
のの見方、感じ方、考え方を深
め、我が国の言語文化につい
て自分の考えを持つ。

作品の内容や解釈
を踏まえ、自分のも
のの見方、感じ
方、考え方を深
め、我が国の言語
文化について自分
の考えをもってい
る。

作品について自分
の見解をもち、他
者との意見交換を
通して、進んで自
分のものの見方、
考え方、感じ方を
深めようとしてい
る。

言葉には、文化の
継承、発展、想像
を支える働きがある
ことを理解してい
る。

作品について自分
の見解をもち、他
者との意見交換を
通して、進んで自
分のものの見方、
考え方、感じ方を
深めようとしてい
る。

古典の世界に親し
むために、古典を
読むために必要な
文語のきまりや訓
読のきまり、古典特
有の表現などにつ
いて理解している。



令和5 年度 〔 〕 シラバス 北海道北見緑陵高等学校

1
2
3
4
5
6
7
8

1 2 3 4 5 6 7 8 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

4 ○ ○ ○

作者の言葉には、
想像力を豊かにす
る働きがあることを
理解している。

随筆の特徴を踏ま
えて、内容や構
成、展開、描写の
仕方などをとらえて
いる。

文章の内容や解釈
を踏まえ、人間、社
会、自然などに対
するものの見方、
感じ方、考え方を
理解しようとしてい
る。

6 ○ ○ ○

情景の豊かさや心
情の機微を表す語
句を増やし、語感
を磨いている。

語り手の視点や場
面の設定の仕方、
表現の特色につい
て考察し、内容を
解釈することができ
る。

文学的な文章の題
材について情報を
収集、整理して、
内容を明確にしよ
うとしている。

9 ○ ○ ○

文学的な文章やそ
れに関する文章の
種類や特徴などに
ついて理解しようと
している。

他の作品と比較す
るなどして、文体の
特徴や効果につい
て考察することが
できる。

これまでに学んだ
随筆と比較するな
どして、文体の特
徴や効果について
考察することができ
る。

11 ○ ○ ○

文学的な文章にお
ける文体の特徴や
修辞などの表現技
法について理解し
ようとしている。

文章の構成や展
開、表現方法を踏
まえ、解釈の多様
性について考察す
ることができる。

登場人物の心情や
情景の描写を、文
体の表現の技法等
に注意して、理解
しようとしている。

1 ○ ○ ○

詩歌に触れること
で、修辞などの知
識を養い、自由に
発想できるようにす
る。

作品が成立した背
景や他の作品など
との関係を踏まえ、
作品の解釈してい
る。

作品について、そ
れぞれの観点から
考えを深め、自分
の発想や考えを確
立することができ
る。

2 ○ ○ ○

文学的な文章を読
むことを通して、我
が国の言語文化の
特質について理解
しようとしている。

どのような作品や
文章に対しても解
釈の多様性がある
ことを理解してい
る。

文章の構成や展
開、表現方法など
について、作者の
考えを感じとること
ができる。

随筆 随筆（一） 表面だけからは簡単にはわか
らない心情や豊かな情景を味
わい、文章の中で使うことを通
して、語幹を磨く。

小説 小説（三） 文章の構成や展開、表現方法
などについて学び、作者の伝
えたいことを感じとり、作者の意
図を考察する。

小説（一） 文学的な文章を読み味わい、
文体の特徴や修辞法などの表
現を学んで理解する。

韻文 韻文（一） 文体の特徴や修辞法の働きな
どを学び、作者の心情を考慮
して読み味わう。

小説 小説（二） 文学的な文章を読み味わい、
題材に応じて情報を収集し、ま
とめをおこない、物語の内容を
把握する。

授業の取り組みや定期考査、課題の提出状況などを総合的に評価します。

担
当
者
か
ら

授業の取り組みや定期考査、課題の提出状況などを総合的に評価します。

月 大単元 単元（題材） 学習内容
重点評価事項(資質・能力)

年４回の定期考査
小テスト
などを元に評価する。

随筆 随筆（二） 自然や人間などに対するもの
の見方、考え方、感じ方を読み
味合う。

小説

単元（題材）の評価規準

学
習
評
価

育成を目指す資質・能力 育成を目指す資質・能力の評価内容
基礎的・基本的学力 基礎的・基本的学力を身につけ、その知識・技能を他の学習や生活の場面でも活用することができる。
課題解決能力 社会的諸事象を多面的・多角的に考察して、具体的な課題を設定し、解決に向かうことができる。

以上の観点をふまえ、

協働性

評価方法

社会貢献（社会参画） 地域社会とのつながりについて理解し、持続可能な社会について考察することができる。

情報活用能力 多様な着眼点から、適切に情報を収集し、課題解決法や自分の考えの形成に役立てることができる。
自己表現力

課題に対して、他者と連携し、力を合わせて解決を図ることができる。
自己理解 諸活動を通じて自己の在り方生き方を考えることができる。

必修科目 ２年

目的や意図に応じて、自分の考えを分かりやすくまとめ、表現することができる。
主体性 課題解決に向け、主体的に追究することができる。

学
習
方
法

文学的な文章について評価したり、その解釈の多様性について考察したりする。

自分のものの見方、感じ方、考え方を深め、自ら課題を設定して探求できるようにする。

学
習
目
標

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

使用教科書 新編　文学国語（大修館） 担当者

国語 文学国語 2

国 語 科
教科 科目 単位数 種別 年次



令和5 年度 〔 〕 シラバス 北海道北見緑陵高等学校

1
2
3
4
5
6
7
8

1 2 3 4 5 6 7 8 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

4 ○ ○ ○

古典古文を読むた
めに必要な語彙力
を高め、伝統的な
言語文化に関する
理解をより深めて
いる。

作品の成立した背
景や他の作品など
との関係を踏まえ
ながら、自分の考
えを深めている。

作者の捉え方・考
え方を理解しようと
努め、現代に生き
る自分の捉え方・
考え方を深めようと
している。

5 ○ ○ ○

近現代文を読むた
めに必要な語彙や
表現方法、漢字の
知識等をより豊か
にしている。

作品の成立した背
景や他の作品など
との関係を踏まえ
ながら、自分の考
えを深めている。

作者の捉え方・考
え方を理解しようと
努め、さまざまな作
品を比較検討する
ことにより自分の捉
え方・考え方を深
めようとしている。

6 ○ ○ ○

古典古文を読むた
めに必要な語彙力
を高め、伝統的な
言語文化に関する
理解をより深めて
いる。

作品の成立した背
景や他の作品など
との関係を踏まえ
ながら、説話文学
の成立事情やモ
チーフの理解を深
めている。

成立した背景や作
者の捉え方・考え
方を理解しようと努
め、現代に生きる
自分の捉え方・考
え方を深めようとし
ている。

7 ○ ○ ○

近現代文を読むた
めに必要な語彙や
表現方法、漢字の
知識等をより豊か
にしている。

論理的な文章をそ
の構成のしかたや
推論方法により的
確に読み取り、論
理的な思考力や判
断力を高めること
ができた。

筆者の捉え方・考
え方を理解しようと
努め、さまざまな作
品を比較検討する
ことにより自分の捉
え方・考え方を深
めようとしている。

8 ○ ○ ○

古典古文を読むた
めに必要な語彙力
を高め、伝統的な
言語文化に関する
理解をより深めて
いる。

作品の成立した背
景や他の作品など
との関係を踏まえ
ながら、物語文学
の成立事情やモ
チーフの理解を深
めている。

成立した背景や作
者の捉え方・考え
方を理解しようと努
め、現代に生きる
自分の捉え方・考
え方を深めようとし
ている。

9 ○ ○ ○

近現代文を読むた
めに必要な語彙や
表現方法・修辞
法、漢字の知識等
をより豊かにしてい
る。

作品の成立した背
景や他の作品など
との関係を踏まえ
ながら、登場人物
の心情を共感を
もって深く理解し、
自分の考えをを深
め、感性を磨いて
いる。

作者の捉え方・考
え方や登場人物の
心情を理解しようと
努め、さまざまな作
品を比較検討する
ことにより自分の捉
え方・考え方を深
め、感性を磨こうと
している。

10 ○ ○ ○

古典古文を読むた
めに必要な語彙力
を高め、伝統的な
言語文化に関する
理解をより深めて
いる。

作品の成立した背
景や他の作品など
との関係を踏まえ
ながら、古典の日
記文学・紀行文学
の成立事情やモ
チーフの理解を深
めている。

成立した背景や作
者の捉え方・考え
方を理解しようと努
め、現代に生きる
自分の捉え方・考
え方を深めようとし
ている。

11 ○ ○ ○

近現代文を読むた
めに必要な語彙や
表現方法、漢字の
知識等をより豊か
にしている。

論理的な文章をそ
の構成のしかたや
推論方法により的
確に読み取り、論
理的な思考力や判
断力を高めること
ができた。

筆者の捉え方・考
え方を理解しようと
努め、さまざまな作
品を比較検討する
ことにより自分の捉
え方・考え方を深
めようとしている。

4 ２年選択科目

学
習
方
法

古今のさまざまな作品に触れ、その要旨を的確にとらえるとともに作品ごとの特色について理解する。

さまざまな作品を読み比べ、内容や表現などについての批評を通して自身の知識・思考を深める。

使用教科書 なし 担当者

学
習
目
標

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

主体性 課題解決に向け、主体的に追究することができる。

自己理解 諸活動を通じて自己の在り方生き方を考えることができる。

国 語 科
教科 科目 単位数 種別 年次

国語 探究国語

担
当
者
か
ら

古典から近現代の作品まで、さまざまな文章を読解するとともに、それぞれの作品の批評に取り組み、各自の意見を述べ合います。

月 大単元 単元（題材） 学習内容
重点評価事項(資質・能力) 単元（題材）の評価規準

評価方法

学
習
評
価

育成を目指す資質・能力 育成を目指す資質・能力の評価内容
基礎的・基本的学力 基礎的・基本的学力を身につけ、その知識・技能を他の学習や生活の場面でも活用することができる。
課題解決能力 社会的諸事象を多面的・多角的に考察して、具体的な課題を設定し、解決に向かうことができる。

以上の観点をふまえ、

協働性 課題に対して、他者と連携し、力を合わせて解決を図ることができる。

社会貢献（社会参画） 地域社会とのつながりについて理解し、持続可能な社会について考察することができる。

情報活用能力 多様な着眼点から、適切に情報を収集し、課題解決法や自分の考えの形成に役立てることができる。
自己表現力 目的や意図に応じて、自分の考えを分かりやすくまとめ、表現することができる。

近現代評論２

総合的に評価します。

近現代小説 ・作品の要旨を的確に把握し、
さまざまな角度から検討して作
品を批評する。
・問題演習

読解、批評 古典随筆 ・作品の要旨を的確に把握し、
さまざまな角度から検討して作
品を批評する。
・問題演習

近現代評論

定期考査
課題提出
授業時の取り組み
ノートの記載内容
　などを元に評価する。

近現代随筆

・作品の要旨を的確に把握し、
さまざまな角度から検討して作
品を批評する。
・問題演習

古典物語 ・作品の要旨を的確に把握し、
さまざまな角度から検討して作
品を批評する。
・問題演習

・作品の要旨を的確に把握し、
さまざまな角度から検討して作
品を批評する。
・問題演習

・作品の要旨を的確に把握し、
さまざまな角度から検討して作
品を批評する。
・問題演習

古典説話 ・作品の要旨を的確に把握し、
さまざまな角度から検討して作
品を批評する。
・問題演習

古典日記・紀行 ・作品の要旨を的確に把握し、
さまざまな角度から検討して作
品を批評する。
・問題演習



12 ○ ○ ○

古典漢文を読むた
めに必要な語彙力
を高め、訓読の方
法、漢詩のきまりな
どに関する理解を
より深めている。

作品の成立した背
景や他の作品など
との関係を踏まえ
ながら、故事や漢
詩の成立事情やモ
チーフ・思想の理
解を深めている。

成立した背景や作
者の捉え方・考え
方を理解しようと努
め、現代に生きる
自分の捉え方・考
え方を深めようとし
ている。

1 ○ ○ ○

近現代文を読むた
めに必要な語彙や
表現方法・修辞
法、漢字の知識等
をより豊かにしてい
る。

作品の成立した背
景や他の作品など
との関係を踏まえ
ながら、登場人物
の心情を共感を
もって深く理解し、
自分の考えをを深
め、感性を磨いて
いる。

作者の捉え方・考
え方や登場人物の
心情を理解しようと
努め、さまざまな作
品を比較検討する
ことにより自分の捉
え方・考え方を深
め、感性を磨こうと
している。

2 ○ ○ ○

古典古文を読むた
めに必要な語彙力
を高め、伝統的な
言語文化に関する
理解をより深めて
いる。

作品の成立した背
景や他の作品など
との関係を踏まえ
ながら、個々の和
歌の成立事情やモ
チーフ・心情の理
解を深めている。

成立した背景や作
者の捉え方・考え
方を理解しようと努
め、現代に生きる
自分の捉え方・考
え方を深め、表現
方法に生かそうとし
ている。

3 ○ ○ ○

近現代文を読むた
めに必要な語彙や
表現方法・修辞
法、漢字の知識等
をより豊かにしてい
る。

作品の成立した背
景や他の作品など
との関係を踏まえ
ながら、個々の和
歌・俳句の成立事
情やモチーフ・心
情の理解を深めて
いる。

成立した背景や作
者の捉え方・考え
方を理解しようと努
め、さまざまな作品
を比較検討するこ
とにより自分の捉え
方・考え方を深め、
感性を磨こうとして
いる。

古典漢文故事・漢
詩

・作品の要旨を的確に把握し、
さまざまな角度から検討して作
品を批評する。
・問題演習

近現代小説２

定期考査
課題提出
授業時の取り組み
ノートの記載内容
　などを元に評価する。

・作品の要旨を的確に把握し、
さまざまな角度から検討して作
品を批評する。
・問題演習

古典和歌 ・作品の要旨を的確に把握し、
さまざまな角度から検討して作
品を批評する。
・問題演習

近現代短歌・俳句 ・作品の要旨を的確に把握し、
さまざまな角度から検討して作
品を批評する。
・問題演習



令和5 年度 〔 〕 シラバス 北海道北見緑陵高等学校

1
2
3
4
5
6
7
8

1 2 3 4 5 6 7 8 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

4 ○ ○ ○

古典古文を読むた
めに必要な語彙力
を高め、伝統的な
言語文化に関する
理解をより深め、意
見交換における基
本的な作法・態度
について身に付け
ている。

作品の成立した背
景や他の作品など
との関係を踏まえ、
他者の意見・考え
を参照しながら、自
分の考えを深めて
いる。

作者の捉え方・考
え方を理解しようと
努め、現代に生き
る自分の捉え方・
考え方を深めようと
している。また、他
者の意見・考えに
敬意を払いつつ、
自分の意見・考え
を能動的に述べよ
うとしてる。

5 ○ ○ ○

近現代文を読むた
めに必要な語彙や
表現方法、漢字の
知識等をより豊か
に、意見交換にお
ける基本的な作
法・態度について
身に付けている。

作品の成立した背
景や他の作品など
との関係を踏まえ、
他者の意見・考え
を参照しながら、自
分の考えを深めて
いる。

作者の捉え方・考
え方を理解しようと
努め、さまざまな作
品を比較検討する
ことにより自分の捉
え方・考え方を深
めようとしている。
また、他者の意見・
考えに敬意を払い
つつ、自分の意
見・考えを能動的
に述べようとして
る。

6 ○ ○ ○

古典古文を読むた
めに必要な語彙力
を高め、伝統的な
言語文化に関する
理解をより深め、意
見交換における基
本的な作法・態度
について身に付け
ている。

説話文学の成立事
情やモチーフの理
解を深め、他者の
意見・考えを参照
しながら、自分の
考えを深めてい
る。

成立した背景や作
者の捉え方・考え
方を理解しようと努
め、現代に生きる
自分の捉え方・考
え方を深めようとし
ている。また、他者
の意見・考えに敬
意を払いつつ、自
分の意見・考えを
能動的に述べよう
としてる。

7 ○ ○ ○

近現代文を読むた
めに必要な語彙や
表現方法、漢字の
知識等をより豊か
にしている。

論理的な文章をそ
の構成のしかたや
推論方法により的
確に読み取り、他
者の意見・考えを
参照しながら、論
理的な思考力や判
断力を高めること
ができた。

筆者の捉え方・考
え方を理解しようと
努め、さまざまな作
品を比較検討する
ことにより自分の捉
え方・考え方を深
めようとしている。
また、他者の意見・
考えに敬意を払い
つつ、自分の意
見・考えを能動的
に述べようとして
る。

8 ○ ○ ○

古典古文を読むた
めに必要な語彙力
を高め、伝統的な
言語文化に関する
理解をより深めて
いる。

物語文学の成立事
情やモチーフの理
解を深め、他者の
意見・考えを参照
しながら、自分の
考えを深めてい
る。

成立した背景や作
者の捉え方・考え
方を理解しようと努
め、現代に生きる
自分の捉え方・考
え方を深めようとし
ている。また、他者
の意見・考えに敬
意を払いつつ、自
分の意見・考えを
能動的に述べよう
としてる。

2 ２年選択科目

学
習
方
法

古今のさまざまな作品の読解を通して、多様な思考や豊富な語句に触れ、ものの見方、感じ方、考え方を深める。

作品について他者と語らうとともに、自身の考えを論理の展開や表現の仕方に留意しながらまとめて発表する。

使用教科書 なし 担当者

学
習
目
標

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

主体性 課題解決に向け、主体的に追究することができる。

自己理解 諸活動を通じて自己の在り方生き方を考えることができる。

国 語 科
教科 科目 単位数 種別 年次

国語 発展国語

担
当
者
か
ら

古典から近現代の作品まで、さまざまな文章をより深く鑑賞するとともに、多角的な視点をふまえながらそれぞれの作品の批評に取り組み、他者との意見交換を行い
ます。

月 大単元 単元（題材） 学習内容
重点評価事項(資質・能力) 単元（題材）の評価規準

評価方法

学
習
評
価

育成を目指す資質・能力 育成を目指す資質・能力の評価内容
基礎的・基本的学力 基礎的・基本的学力を身につけ、その知識・技能を他の学習や生活の場面でも活用することができる。
課題解決能力 社会的諸事象を多面的・多角的に考察して、具体的な課題を設定し、解決に向かうことができる。

以上の観点をふまえ、

協働性 課題に対して、他者と連携し、力を合わせて解決を図ることができる。

社会貢献（社会参画） 地域社会とのつながりについて理解し、持続可能な社会について考察することができる。

情報活用能力 多様な着眼点から、適切に情報を収集し、課題解決法や自分の考えの形成に役立てることができる。
自己表現力 目的や意図に応じて、自分の考えを分かりやすくまとめ、表現することができる。

総合的に評価します。

読解、批評、討論 古典随筆 ・記されている内容について的
確に読解し、他者の意見を参
考にしながら多角的な視点を
ふまえて作品を批評する。
・問題演習

近現代評論

定期考査
課題提出
授業の取り組み
ノートの記載内容
　などを元に評価する。

近現代随筆

・記されている内容について的
確に読解し、他者の意見を参
考にしながら多角的な視点を
ふまえて作品を批評する。
・問題演習

古典物語 ・記されている内容について的
確に読解し、他者の意見を参
考にしながら多角的な視点を
ふまえて作品を批評する。
・問題演習

・記されている内容について的
確に読解し、他者の意見を参
考にしながら多角的な視点を
ふまえて作品を批評する。
・問題演習

古典説話 ・記されている内容について的
確に読解し、他者の意見を参
考にしながら多角的な視点を
ふまえて作品を批評する。
・問題演習



9 ○ ○ ○

近現代文を読むた
めに必要な語彙や
表現方法・修辞
法、漢字の知識等
をより豊かにし、意
見交換における基
本的な作法・態度
について身に付け
ている。

登場人物の心情を
共感をもって深く
理解し、他者の意
見・考えを参照しな
がら、自分の考え
を深めめ、感性を
磨いている。

作者の捉え方・考
え方や登場人物の
心情を理解しようと
努め、さまざまな作
品を比較検討する
ことにより自分の捉
え方・考え方を深
め、感性を磨こうと
している。また、他
者の意見・考えに
敬意を払いつつ、
自分の意見・考え
を能動的に述べよ
うとしてる。

10 ○ ○ ○

古典古文を読むた
めに必要な語彙力
を高め、伝統的な
言語文化に関する
理解をより深め、意
見交換における基
本的な作法・態度
について身に付け
ている。

古典の日記文学・
紀行文学の成立事
情やモチーフの理
解を深め、他者の
意見・考えを参照
しながら、自分の
考えを深めてい
る。

成立した背景や作
者の捉え方・考え
方を理解しようと努
め、現代に生きる
自分の捉え方・考
え方を深めようとし
ている。また、他者
の意見・考えに敬
意を払いつつ、自
分の意見・考えを
能動的に述べよう
としてる。

11 ○ ○ ○

近現代文を読むた
めに必要な語彙や
表現方法、漢字の
知識等をより豊か
にしている。

論理的な文章をそ
の構成のしかたや
推論方法により的
確に読み取り、論
理的な思考力や判
断力を高め、他者
の意見・考えも参
照しながら、自分
の考えを深めてい
る。

筆者の捉え方・考
え方を理解しようと
努め、さまざまな作
品を比較検討する
ことにより自分の捉
え方・考え方を深
めようとしている。
また、他者の意見・
考えに敬意を払い
つつ、自分の意
見・考えを能動的
に述べようとして
る。

12 ○ ○ ○

古典漢文を読むた
めに必要な語彙力
を高め、訓読の方
法、漢詩のきまりな
どに関する理解を
より深めている。

故事や漢詩の成立
事情やモチーフ・
思想の理解を深
め、他者の意見・
考えを参照しなが
ら、自分の考えを
深めている。

成立した背景や作
者の捉え方・考え
方を理解しようと努
め、現代に生きる
自分の捉え方・考
え方を深めようとし
ている。また、他者
の意見・考えに敬
意を払いつつ、自
分の意見・考えを
能動的に述べよう
としてる。

1 ○ ○ ○

近現代文を読むた
めに必要な語彙や
表現方法・修辞
法、漢字の知識等
をより豊かにし、意
見交換における基
本的な作法・態度
について身に付け
ている。

登場人物の心情を
共感をもって深く
理解し、他者の意
見・考えを参照しな
がら、自分の考え
を深め、感性を磨
いている。

作者の捉え方・考
え方や登場人物の
心情を理解しようと
努め、さまざまな作
品を比較検討する
ことにより自分の捉
え方・考え方を深
め、感性を磨こうと
している。また、他
者の意見・考えに
敬意を払いつつ、
自分の意見・考え
を能動的に述べよ
うとしてる。

2 ○ ○ ○

古典古文を読むた
めに必要な語彙力
を高め、伝統的な
言語文化に関する
理解をより深め、意
見交換における基
本的な作法・態度
について身に付け
ている。

作品の成立した背
景や他の作品など
との関係を踏まえ
ながら、他者の意
見・考えも参照しつ
つ個々の和歌の成
立事情やモチー
フ・心情の理解を
深めている。

成立した背景や作
者の捉え方・考え
方を理解しようと努
め、現代に生きる
自分の捉え方・考
え方を深め、表現
方法に生かそうとし
ている。また、他者
の意見・考えに敬
意を払いつつ、自
分の意見・考えを
能動的に述べよう
としてる。

3 ○ ○ ○

近現代文を読むた
めに必要な語彙や
表現方法・修辞
法、漢字の知識等
をより豊かにし、意
見交換における基
本的な作法・態度
について身に付け
ている。

作品の成立した背
景や他の作品など
との関係を踏まえ
ながら、他者の意
見・考えも参照しつ
つ個々の和歌や俳
句の成立事情やモ
チーフ・心情の理
解を深めている。

成立した背景や作
者の捉え方・考え
方を理解しようと努
め、さまざまな作品
を比較検討するこ
とにより自分の捉え
方・考え方を深め、
感性を磨こうとして
いる。また、他者の
意見・考えに敬意
を払いつつ、自分
の意見・考えを能
動的に述べようとし
てる。

古典漢文故事・漢
詩

・記されている内容について的
確に読解し、他者の意見を参
考にしながら多角的な視点を
ふまえて作品を批評する。
・問題演習

近現代評論２

近現代小説 ・記されている内容について的
確に読解し、他者の意見を参
考にしながら多角的な視点を
ふまえて作品を批評する。
・問題演習

近現代小説２

定期考査
課題提出
授業の取り組み
ノートの記載内容
　などを元に評価する。

・記されている内容について的
確に読解し、他者の意見を参
考にしながら多角的な視点を
ふまえて作品を批評する。
・問題演習

記されている内容について的
確に読解し、他者の意見を参
考にしながら多角的な視点を
ふまえて作品を批評する。

古典日記・紀行 記されている内容について的
確に読解し、他者の意見を参
考にしながら多角的な視点を
ふまえて作品を批評する。

古典和歌 ・記されている内容について的
確に読解し、他者の意見を参
考にしながら多角的な視点を
ふまえて作品を批評する。
・問題演習

近現代短歌・俳句 ・記されている内容について的
確に読解し、他者の意見を参
考にしながら多角的な視点を
ふまえて作品を批評する。
・問題演習



令和5 年度 〔 〕 シラバス 北海道北見緑陵高等学校

1
2
3
4
5
6
7
8

1 2 3 4 5 6 7 8 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

4 ○ ○ ○

話し言葉と書き言
葉の特徴や役割、
表現の特色を踏ま
え、正確さ、わかり
やすさ、適切さ、経
緯と親しさなどに配
慮した表現や言葉
遣いについて理解
している。

書くことにおいて、
自分の考えや事柄
が的確に伝わるよ
う、根拠の示し方
や説明の仕方を考
えるとともに、文章
の種類や文体、語
句などの表現の仕
方を工夫している。

話し言葉と書き言
葉の特徴や役割、
表現の特色を踏ま
え、言葉遣いにつ
いて理解し、自分
の考えが的確に伝
わるよう表現の仕
方を工夫しようとし
ている。

5 ○ ○ ○

文章の種類に基づ
く効果的な組み立
て方や段落の構造
や論の形式など、
文章の構成や展開
の仕方について理
解を深めている。

書くことにおいて、
文章の構成や展
開、表現の仕方に
ついて、自分の主
張が的確に伝わる
ように書かれている
かなどを吟味して、
文章を整えたり、読
み手からの助言な
どを踏まえて、自
分の文章の特長や
課題を捉え直した
りしている。

文章の種類に基づ
き、効果的な組み
立て方や、文章構
成、展開の仕方に
ついて理解し、自
分主知用が的確に
伝わるように書か
れているか吟味
し、文章を整えな
がら自分の文章を
捉え直そうとしてい
る。

6 ○ ○ ○

文学的な文章やそ
れに関する文章の
種類や特徴などに
ついて理解を深め
ている。

書くことにおいて、
文学的な文章を書
くために、選んだ
題材に応じて情報
を収集、整理して、
表現したいこと明
確にしている。

文学的な文章やそ
れに関する文章の
種類などについて
理解を深め、文学
的な文章を書くた
めの情報収集をし
て、表現したいこと
を明確にしようとし
ている。

7 ○ ○ ○

情景の豊かさや心
情の機微を表す語
句の量を増し、文
章の中で使うことを
通して、語感を磨
き語彙を豊かにし
ている。

読むことにおいて、
作品の内容や解釈
を踏まえ、人間、社
会、自然などに対
するものの見方、
感じ方、考え方を
深めている。

情景の豊かさや心
情の機微を表す語
句の量を増し、語
感を豊かにし、作
品の解釈を踏まえ
た感じ方、考え方
を深めようとしてい
る。

8 ○ ○ ○

言葉には文化の継
承、発展、創造を
支える働きがあるこ
とを理解している。

読むことにおいて、
作品の文章の成立
した背景や他の作
品などとの関係を
踏まえ、内容の解
釈を深めている。

言葉には文化の継
承、発展、創造を
支えている働きが
あることを理解し、
内容の解釈を深め
ようとしている。

9 ○ ○ ○

自分の思いや考え
を多彩に表現する
ために必要な語句
の量を増し、話や
文章ので使うことを
通して語感を磨き
語彙を豊かにして
いる。

書くことにおいて、
自分の思いや考え
を明確にし、事象
を的確に描写した
り説明したりするな
ど表現の仕方を工
夫している。

自分の思いや考え
を多彩に表現する
語句を増し、自分
の思いや考えを明
確し、事象を的確
に描写するために
表現を工夫しようと
している。

評論の表現 作品の表現方法に留意しなが
ら記されている内容について的
確に読解し、その表現技法に
のっとり文をしたためる。

小説の表現 作品の表現方法に留意しなが
ら記されている内容について的
確に読解し、その表現技法に
のっとり文をしたためる。

作品の表現方法に留意しなが
ら記されている内容について的
確に読解し、その表現技法に
のっとり文をしたためる。

短歌・俳句の表現 作品の表現方法に留意しなが
ら記されている内容について的
確に読解し、その表現技法に
のっとり文をしたためる。

考査、課題提出、
授業時の取り組み、
言語力ドリル、現代語練習帳
　などを元に評価する。

日記の表現 作品の表現方法に留意しなが
ら記されている内容について的
確に読解し、その表現技法に
のっとり文をしたためる。

近現代の文章表現
の言語力を身につ
けながら鑑賞と読
解、執筆

随筆の表現 作品の表現方法に留意しなが
ら記されている内容について的
確に読解し、その表現技法に
のっとり文をしたためる。

詩の表現

社会的諸事象を多面的・多角的に考察して、具体的な課題を設定し、解決に向かうことができる。

総合的に評価します。

担
当
者
か
ら

言語力を身につけながら、多くの文章に触れながらさまざまな表現を鑑賞するとともにそこに込められた内容を読解します。さらにはそうした表現の特色を鑑みながら
実際に文章を著していきます。

月 大単元 単元（題材） 学習内容
重点評価事項(資質・能力) 単元（題材）の評価規準

学
習
評
価

評価方法

学
習
方
法

近現代の文章に多く触れ、それぞれの作品における表現の特色を鑑賞ながら読解する。

それぞれの作品における表現技法の特長をふまえて文章を綴る。

以上の観点をふまえ、

協働性 課題に対して、他者と連携し、力を合わせて解決を図ることができる。
自己理解 諸活動を通じて自己の在り方生き方を考えることができる。

社会貢献（社会参画） 地域社会とのつながりについて理解し、持続可能な社会について考察することができる。

情報活用能力

育成を目指す資質・能力 育成を目指す資質・能力の評価内容
基礎的・基本的学力 基礎的・基本的学力を身につけ、その知識・技能を他の学習や生活の場面でも活用することができる。
課題解決能力

多様な着眼点から、適切に情報を収集し、課題解決法や自分の考えの形成に役立てることができる。
自己表現力 目的や意図に応じて、自分の考えを分かりやすくまとめ、表現することができる。
主体性 課題解決に向け、主体的に追究することができる。

学
習
目
標

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

選択科目 異年次合同

使用教科書 なし 担当者

国語 文章表現 2

国 語 科
教科 科目 単位数 種別 年次



10 ○ ○ ○

文章の効果的な組
み立て方や接続の
仕方について理解
を深めている。

書くことにおいて、
情報の妥当性や信
頼性を吟味しなが
ら、自分の立場や
論点を明確にし
て、主張を支える
適切な根拠を揃え
ている。

文章の効果的な組
み立て方や接続の
仕方について理解
を深め、情報の妥
当性や信頼性を吟
味しながら、自分
の立場を明確にす
るための根拠を揃
えようとしている。

11 ○ ○ ○

情報の妥当性や信
頼性の吟味の仕方
について理解を深
め、使っている。

読むことにおいて、
目的に応じて、文
章や図表などに含
まれている情報を
相互に関係づけな
がら、内容や書き
手の意図を解釈し
たり、文章の構成
や論理の展開など
について評価した
りするとともに、自
分の考えを深めて
いる。

情報の妥当性や信
頼性の吟味の仕方
について理解し、
目的に応じた文章
や図表に含まれた
情報を関係づけな
がら文章の構成や
論理の展開などに
ついて評価したり
するとともに、自分
の考えを深めようと
している。

12 ○ ○ ○

話し言葉と書き言
葉の特徴や役割、
表現の特色を踏ま
え、正確さ、わかり
やすさ、適切さ、経
緯と親しさなどに配
慮した表現や言葉
遣いについて更に
理解し、使ってい
る。

書くことにおいて、
自分の考えや事柄
が的確に伝わるよ
う、根拠の示し方
や説明の仕方を考
えるとともに、文章
の種類や文体、語
句などの表現の仕
方を工夫し、的確
に表現している。

話し言葉と書き言
葉の特徴や役割、
表現の特色を踏ま
え、言葉遣いにつ
いて理解し、自分
の考えが的確に伝
わるよう表現の仕
方を工夫しようとし
ている。

2 ○ ○ ○

文章の種類に基づ
く効果的な組み立
て方や段落の構造
や論の形式など、
文章の構成や展開
の仕方についてよ
く理解を深めてい
る。

書くことにおいて、
文章の構成や展
開、表現の仕方に
ついて、自分の主
張が的確に伝わる
ように書かれている
かなどを吟味して、
文章を整えたり、読
み手からの助言な
どを踏まえて、自
分の文章の特長や
課題を捉え直し、
改善できている。

文章の種類に基づ
き、効果的な組み
立て方や、文章構
成、展開の仕方に
ついて理解し、自
分主知用が的確に
伝わるように書か
れているか吟味
し、文章を整えな
がら自分の文章を
捉え直そうとしてい
る。

スピーチ原稿の表
現

作品の表現方法に留意しなが
ら記されている内容について的
確に読解し、その表現技法に
のっとり文をしたためる。

広告の表現 作品の表現方法に留意しなが
ら記されている内容について的
確に読解し、その表現技法に
のっとり文をしたためる。

作品の表現方法に留意しなが
ら記されている内容について的
確に読解し、その表現技法に
のっとり文をしたためる。

評論の表現　再び 作品の表現方法に留意しなが
ら記されている内容について的
確に読解し、その表現技法に
のっとり文をしたためる。

考査、課題提出、
授業時の取り組み、
言語力ドリル、現代語練習帳
　などを元に評価する。

随筆の表現　再び



令和5 年度 〔 〕 シラバス 北海道北見緑陵高等学校

1
2
3
4
5
6
7
8

1 2 3 4 5 6 7 8

4 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

8 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

・総合的に評価します。

筆者のものの見方のおもしろさを味わい、評論分の魅力を理解

する。語句の意味、用法を的確に理解し、語彙を豊かにする。

文章を読んで要旨等を的確にとらえ、論理性を評価している。

文章を読んで批評することを通じて、人間、社会、自然などに

ついて自分の考えを深めたり、はってんさせたりしている。

学習内容

・ノートの記載内容

・小テスト

評論（一）

将来の社会を担う存在であることを自覚している。

文章を読んで構成をとらえ、小説の魅力を再確認している。

哲学的な課題を読み、抽象度の高い論理を理解している。

評論

小説

評論

心に「海」を持って

猫は後悔するか

社会貢献（社会参画）

社会的諸事象を多面的・多角的に考察して、具体的な課題を設定し、解決に向かうことができる。
多様な着眼点から、適切に情報を収集し、課題解決法や自分の考えの形成に役立てることができる。
目的や意図に応じて、自分の考えを分かりやすくまとめ、表現することができる。
課題解決に向け、主体的に追究することができる。
課題に対して、他者と連携し、力を合わせて解決を図ることができる。
諸活動を通じて自己の在り方生き方を考えることができる。
地域社会とのつながりについて理解し、持続可能な社会について考察することができる。

重点評価事項(資質・能力)

課題解決能力
情報活用能力
自己表現力
主体性
協働性
自己理解

・授業での発言、発表

短歌や俳句を詠み、楽しみつつ、日本の詩歌の豊かさを理解

舞姫（第一段落～第四段落）

舞姫（第五段落～第八段落）

短歌　十三首

俳句　十五句

舞姫（第九段落～第十段落）

３年

育成を目指す資質・能力の評価内容

短歌・俳句

小説（三）

評論（四）

小説（二）

している。

名作と呼ばれる作品に触れることで、日本文学の豊かさを理解

し、小説のもつさまざまな魅力を再確認している。

単元（題材）の評価規準

以上の観点をふまえ、

基礎的・基本的学力 基礎的・基本的学力を身につけ、その知識・技能を他の学習や生活の場面でも活用することができる。

こころは見える？

「贈り物」としてのノブレス・オブリージュ

・定期考査

月

待つ

　　などを元に評価する政治を支える心構え

・暗誦実体の美と状況の美

評論（三）

小説（一）

評論（二）

赤い繭

評論

小説

評論

短歌・俳句

小説

大単元

学
習
評
価

種別 年次

担当者

単位数教科 科目

現代文B

学
習
方
法

2

国 語 科

必修科目国語

漢字や語句の意味などを予習、復習し、正しい知識を身につける。

授業において分掌を的確に理解するとともに、家庭学習において習った内容について理解を深める。

育成を目指す資質・能力

学
習
目
標

精選現代文Ｂ　新訂版（大修館）

評価方法単元（題材）

担
当
者
か
ら

　教科書の内容を理解し、把握することを中心に授業を進めます。作者や登場人物の心情を読み取ることができるように、文章に親しむ習慣を身につけるよう
にしましょう。毎週小テストを実施します。

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

使用教科書



令和5 年度 〔 〕 シラバス 北海道北見緑陵高等学校

1
2
3
4
5
6
7
8

1 2 3 4 5 6 7 8

4 ○ ○ ○

4 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

8 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

国 語 科
種別 年次

担当者

単位数

国語

教科 科目

3

（１）指導事項　古典に用いられている語句の意味、用法を理解し、内容を構成や展開に即して的確にとらえる。

（２）言語活動　古典に表れた人間の生き方や考え方などについて、文章中の表現を根拠にして話し合う。

育成を目指す資質・能力

６　日記

５　物語

２　漢詩

選択科目

月

学
習
評
価

学
習
方
法

・単元及び課題テスト

学
習
目
標

なし

評価方法単元（題材）

担
当
者
か
ら

古典を学ぶということは単に教科書を読んで、文法を学んで、読解を深めることだけではありません。学習を通じて考えを深め、主体的に学ぶ姿勢をどこまで
もてるようになるかが重要です。時代の変化の中で、人の生き方、考え方等において、変わるもの、変わらないものを意識するとさらに読みが深くなります。そう
した姿勢で学べば、今後の人生にも学んだことが生きていきます。

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

使用教科書

総合古典 ３年

育成を目指す資質・能力の評価内容

４　文章

1　説話

7　物語

演習問題

ｂ．漢文を読んで、内容を構成や展開に即して的確にとらえている。

ａ．説話、随筆、物語、日記についての基本的な読解力が身についている。

ｂ．説話、随筆、物語、日記について興味・関心をもち取り組んでいる。

演習問題

演習問題

ａ．漢文に用いられている語句の意味、用法について理解している。

2　随筆

４　日記

５　思想

４　文章

３　漢詩

演習問題

演習問題

演習問題

演習問題

演習問題

ｂ．物語、評論、小説について興味・関心をもち取り組んでいる。

ｃ．作品の内容について思考を深めることができている。

演習問題

演習問題

演習問題

演習問題

演習問題

演習問題

演習問題

６　評論

５　物語

演習問題

漢文編

古文編

５　思想－儒家

ｃ．作品の内容について思考を深めることができている。３　物語

演習問題

漢文編 ａ．漢詩に用いられている語句の意味、用法について理解している。

ｂ．漢詩を読んで、内容を構成や展開に即して的確にとらえている。

ａ．漢詩を読んで、内容を構成や展開に即して的確にとらえている。

７　近世の小説・浄瑠璃 演習問題

古文編

漢文編Ⅱ ６　長恨歌と日本の文学

基礎的・基本的学力 基礎的・基本的学力を身につけ、その知識・技能を他の学習や生活の場面でも活用することができる。
課題解決能力
情報活用能力
自己表現力
主体性
協働性
自己理解

社会貢献（社会参画）

大単元

以上の観点をふまえ、

総合的に評価します。

ａ．説話、随筆、物語についての基本的な読解力が身についている。古文編

社会的諸事象を多面的・多角的に考察して、具体的な課題を設定し、解決に向かうことができる。
多様な着眼点から、適切に情報を収集し、課題解決法や自分の考えの形成に役立てることができる。
目的や意図に応じて、自分の考えを分かりやすくまとめ、表現することができる。
課題解決に向け、主体的に追究することができる。
課題に対して、他者と連携し、力を合わせて解決を図ることができる。
諸活動を通じて自己の在り方生き方を考えることができる。

重点評価事項(資質・能力)

・授業態度

学習内容

演習問題

ｃ．作品の内容について思考を深めることができている。

ａ．漢詩に用いられている語句の意味、用法について理解している。

ｂ．漢詩を読んで、内容を構成や展開に即して的確にとらえている。

ａ．説話、日記、物語についての基本的な読解力が身についている。

ｂ．説話、随筆、物語について興味・関心をもち取り組んでいる。

ｃ．作品の内容について思考を深めることができている。

地域社会とのつながりについて理解し、持続可能な社会について考察することができる。

単元（題材）の評価規準

・提出物の状況

・定期考査

ｂ．説話、随筆、物語について興味・関心をもち取り組んでいる。

３　物語

２　随筆

１　故事成語

演習問題

演習問題

１　説話

演習問題

演習問題

古文編

漢文編

ａ．物語、評論、小説についての基本的な読解力が身についている。演習問題

演習問題



令和5 年度 〔 〕 シラバス 北海道北見緑陵高等学校

1
2
3
4
5
6
7
8

1 2 3 4 5 6 7 8

4 ○ ○ ○

4 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

8 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

国 語 科

国語

古典の文章を自在に読み取り、表現活動にも活かせるようする。

育成を目指す資質・能力

学
習
目
標

なし

評価方法単元（題材）

担
当
者
か
ら

「国語総合」「古典Ａ」で学んだ知識・読解力をベースに、より難度の高い古典の文章を、問題演習の形式を中心に学びます。同時に、私たちの表現活動にも
実際に活かせるような「古典」の力を身につけましょう。

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

教科 科目

応用古典

種別 年次単位数

学
習
方
法

2 選択科目

月

学
習
評
価

担当者

３年

使用教科書

育成を目指す資質・能力の評価内容

物語、日記

詩

史書

和歌、俳諧

故事成語

古語を表現活動で活かすことができた。

問題演習、漢文を用いた表現活動

問題演習、古語を用いた表現活動

漢文特有の表現についての知識を身につけ、読解力を向上させた。

漢文を表現活動で活かすことができた。問題演習、漢文を用いた表現活動

問題演習、漢文を用いた表現活動

古文特有の表現についての知識を身につけ、読解力を向上させた。

古語を表現活動で活かすことができた。

中国の古代思想についての知識を身につけ、読解力を向上させた。

漢文を表現活動で活かすことができた。

問題演習、古語を用いた表現活動

漢文

古文

漢文

問題演習、古語を用いた表現活動

随筆、紀行

古語を表現活動で活かすことができた。

漢詩についての知識を身につけ、鑑賞を深めることができた。

漢文を表現活動で活かすことができた。

思想

問題演習、漢文を用いた表現活動

基礎的・基本的学力 基礎的・基本的学力を身につけ、その知識・技能を他の学習や生活の場面でも活用することができる。
課題解決能力
情報活用能力
自己表現力
主体性
協働性

古文

社会的諸事象を多面的・多角的に考察して、具体的な課題を設定し、解決に向かうことができる。
多様な着眼点から、適切に情報を収集し、課題解決法や自分の考えの形成に役立てることができる。
目的や意図に応じて、自分の考えを分かりやすくまとめ、表現することができる。
課題解決に向け、主体的に追究することができる。
課題に対して、他者と連携し、力を合わせて解決を図ることができる。
諸活動を通じて自己の在り方生き方を考えることができる。
地域社会とのつながりについて理解し、持続可能な社会について考察することができる。

重点評価事項(資質・能力)

漢文

古文特有の表現についての知識を身につけ、読解力を向上させた。

問題演習、漢文を用いた表現活動

問題演習、漢文を用いた表現活動

問題演習、古語を用いた表現活動

以上の観点をふまえ、

総合的に評価します。

古文特有の表現についての知識を身につけ、読解力を向上させた。

古語を表現活動で活かすことができた。

古文 問題演習、古語を用いた表現活動

自己理解
社会貢献（社会参画）

漢文

古文

学習内容

問題演習、古語を用いた表現活動 　などを元に評価する。

小テスト

説話 年４回の定期考査

問題演習、古語を用いた表現活動

単元（題材）の評価規準大単元

ノートの記載内容

問題演習、漢文を用いた表現活動

問題演習、漢文を用いた表現活動

漢文特有の表現についての知識を身につけ、読解力を向上させた。

漢文を表現活動で活かすことができた。

和歌表現についての知識を身につけ、豊かに鑑賞できた。

授業時の取り組み

問題演習、古語を用いた表現活動



令和5 年度 〔 〕 シラバス 北海道北見緑陵高等学校

1
2
3
4
5
6
7
8

1 2 3 4 5 6 7 8

4 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

○ ○ ○

6 ○ ○ ○

○ ○ ○

7 ○ ○ ○

○ ○ ○

8 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

○ ○ ○

10 ○ ○ ○

○ ○ ○

11 ○ ○ ○

○ ○ ○

12 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

印象的な表現によって考えを理解することができる。

登場人物の心情とそれに結びついた行動を整理できる。

具体的な体験に即しての考察を深めることができる。

二つの事柄を対比した文章の理解ができる。

複数の時間で構成された文章の内容把握に努めることができる。

問題演習

小テスト

評論 年4回の定期考査

問題演習

問題演習

レポート・プリント課題等の記載内容

俳論

具体例を通して筆者の主張を理解することができる。

基礎的・基本的学力 基礎的・基本的学力を身につけ、その知識・技能を他の学習や生活の場面でも活用することができる。
課題解決能力
情報活用能力
自己表現力
主体性
協働性
自己理解

社会貢献（社会参画）

評論

問題演習

評論

小説

問題演習

問題演習

問題演習

会話を軸にして話が展開していくことを理解できる。

問題演習

印象的な描写を通じて人物の心情を把握することができる。

二つの現象を因果関係で結びつけることができる。

同じ内容や類似内容に注目することができる。

評論 現実について多様な論点を読み取ることができる。

二つの事柄の関係を理解することができる。

二つの事柄を対比して一方の重要性を読み解くことができる。

小説

評論

問題演習

３年

育成を目指す資質・能力の評価内容

評論

小説

随想

評論

随想

随想

独特の表現に注目して読み進めることができる。随想

地域社会とのつながりについて理解し、持続可能な社会について考察することができる。

単元（題材）の評価規準

以上の観点をふまえ、

総合的に評価します。

学習内容

社会的諸事象を多面的・多角的に考察して、具体的な課題を設定し、解決に向かうことができる。
多様な着眼点から、適切に情報を収集し、課題解決法や自分の考えの形成に役立てることができる。
目的や意図に応じて、自分の考えを分かりやすくまとめ、表現することができる。
課題解決に向け、主体的に追究することができる。
課題に対して、他者と連携し、力を合わせて解決を図ることができる。
諸活動を通じて自己の在り方生き方を考えることができる。

重点評価事項(資質・能力)
月

　等を元に評価する

問題演習

問題演習

問題演習

問題演習

問題演習

問題演習

大単元

ある考え方に基づいて作品を分析することができる。

現代文演習

問題演習

小説

二つの事柄を対比して一方の重要性を理解できる。

学
習
評
価

種別 年次

担当者

単位数教科 科目

現代文読解

学
習
方
法

２

国 語 科

選択科目国語

文章構造の理解に努め、記述問題の解法をりかいするとともに、要約力の養成を目指す。

漢字と語彙の確認をおこない、語彙力を増やす。

育成を目指す資質・能力

学
習
目
標

なし

評価方法単元（題材）

担
当
者
か
ら

さまざまなジャンルの文章を読み、筆者の主張や作者の伝えたいことを読み取ることで、多種多様な考え方ができるようになります。評論・随想・小説を読み味
わい、自分自身と向き合うときに、多角的に物事を考えられるようになってほしいと願っています。

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

使用教科書



令和5 年度 〔 〕 シラバス 北海道北見緑陵高等学校

1
2
3
4
5
6
7
8

1 2 3 4 5 6 7 8

4 ○ ○ ○

5 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

6 ○ ○ ○

7 ○ ○ ○

8 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

授業の取り組みや定期考査、課題提出状況などを総合的に評価します。

基礎的な国語力の充実が図られている。

これまでに学んだ事柄を整理し、自分の考えを相手に伝える力を身に着けている。

国語一般常識を身に着けようと意欲的に学習活動を行っている。

国語一般常識を用いながら、適切な表現ができる。

学習内容

定期考査

発問に対する応答

第１回～第１５回

基礎的な国語力の充実に加え、発展させることができる。

基本編

表現編 手紙の書き方

漢字の読み・書き

社会貢献（社会参画）

社会的諸事象を多面的・多角的に考察して、具体的な課題を設定し、解決に向かうことができる。
多様な着眼点から、適切に情報を収集し、課題解決法や自分の考えの形成に役立てることができる。
目的や意図に応じて、自分の考えを分かりやすくまとめ、表現することができる。
課題解決に向け、主体的に追究することができる。
課題に対して、他者と連携し、力を合わせて解決を図ることができる。
諸活動を通じて自己の在り方生き方を考えることができる。
地域社会とのつながりについて理解し、持続可能な社会について考察することができる。

重点評価事項(資質・能力)

課題解決能力
情報活用能力
自己表現力
主体性
協働性
自己理解

授業態度

これまでに学んだ事柄や知識を確かなものにし、実践的な応用力を身に着けている。

新聞記事・時事語

古典文学史

同字異音・同字異訓

難読語

ブックトーク

表現編

自己アピール文

詩

他者の発表や作品を読み味わい、批評することができる。

第１１回～第１９回 敬語の使い方

３年

育成を目指す資質・能力の評価内容

第１回～１７回

国語一般常識の実践的な応用力を身に着けようと意欲的に学習活動を行っている。

国語一般常識を用いながら、適切な表現で自分の意志を表している。

単元（題材）の評価規準

以上の観点をふまえ、

基礎的・基本的学力 基礎的・基本的学力を身につけ、その知識・技能を他の学習や生活の場面でも活用することができる。

同音異義語・慣用語

漢字の読み・書き

ワーク「必修語彙ノート」を

月

原稿用紙の使い方

　などを元に評価を行う。文章の整え方

活用して小テストを実施近現代文学史

第１回～第１０回

ことわざ

発展編

大単元

学
習
評
価

種別 年次

担当者

単位数教科 科目

国語一般教養

学
習
方
法

2

国 語 科

選択科目国語

国語の基礎知識を確認する。

高度な内容に挑戦できるように学習意欲を喚起していく。

育成を目指す資質・能力

学
習
目
標

なし

評価方法単元（題材）

担
当
者
か
ら

国語常識を知ることは、社会で生きていくうえで必ず役に立つ知識です。一般教養として国語力を身に着け、社会に出た際に役立ててほしいと願っていま
す。幅広く「国語」を学んでいきましょう。

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

使用教科書


